


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































作 品 名 成立年代
さ りとて
合計




源氏物語 39 1 5 102













方丈記 (1212) 0 0







延慶本平家物語 clsos> 13 7 2 42







湯山聯句抄 (1504) 1 1 0
中華若木詩抄 (1534?) 8 8 0
天草版平家物語 (1592) 2 1 1 9
天草版伊曽保物語 (1593) 2 2 0
天正狂言本 (1578?) 0 0







鹿の巻筆 (1686)笑 話 10 10 0












好色一代男 (1682)西 鶴 2 2 0
好色一代女 (1686)西 鶴 4 4 0




世間胸算用 (1692)西 鶴 1 1 0
曾根崎心中 (1703)近 松 0 0
冥土の飛脚 (1711)近 松 3 3 0
国性爺合戦 (1715)近 松 0 0
博多小女郎波枕 (1718)近 松 0 0
心中天の網島 (1720)近 松 0 0
女殺油地獄 (1721)近 松 0 0
心中宵庚申 (1722)近 松 0 0
雨月物語 (1768^76) 4 1
辰巳之園 (1770)洒 落本 0 0
玉 くしげ (1787) 0 0
東海道中膝栗毛 (1802^'09) 1 1 0
浮世風呂 (1809) 0 0
浮世床 (1813) 1 … 0






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































じ ・もの を 5
よ も()ぞ とおぼゆ る 1
べ し 5
な どか … ・べ き 3
な どか… ざるべき 1






こそ … ・め 1
ざらむ 1
さ りと も ・と 11
さ りと も ・と 7
さ りと も ・と こ そ 4
歌語 1
こそ思いつれ 1
もや 1
さうらふ 1
計 42
と
、
ほ
ぼ
三
用
法
に
類
別
で
き
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
『古
本
説
話
集
』
『宇
治
拾
遺
物
語
』
中
の
「さ
り
と
も
」
の
用
法
と
基
本
的
に
同
質
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
(
1
)
Cf
じ
」
〕
系
[
用
例
二
十
四
]
「
タ
ト
ピ
サ
リ
ト
モ
、
ア
レ
躰
ノ
人
ノ
習
(
ヒ
)
ヌ
ナ
レ
バ
、
一
ス
ヂ
ニ
は
思
給
ハ
ジ
。
ア
マ
タ
ヲ
コ
ソ
見
給
ハ
ン
ズ
ラ
メ
」
ト
思
シ
ホ
ド
ニ
、
其
義
モ
無
テ
、
打
捨
奉
リ
シ
事
ノ
ア
ヘ
ナ
サ
、
申
ハ
カ
リ
無
リ
キ
。
(第
一
本
四
四
ぺ
)
[
用
例
二
十
五
]
「
(
略
)
何
ナ
ル
者
ノ
漏
シ
ツ
ラ
ム
。
北
面
ノ
輩
の
中
ニ
ゾ
有
ラ
ム
。
小
松
大
臣
ハ
見
へ
給
ハ
ヌ
ヤ
ラ
ム
。
サ
リ
ト
モ
思
放
給
ハ
ジ
物
ヲ
」
ト
被
思
ケ
レ
ド
モ
、
誰
シ
テ
宣
ベ
シ
ト
モ
ナ
ケ
レ
バ
、
涙
ヲ
コ
ボ
シ
、
汗
ヲ
流
シ
テ
ゾ
オ
ハ
シ
ケ
ル
。
(
第
一
本
一
二
四
ぺ
)
[用
例
二
十
四
]
は
文
末
に
「
じ
」
が
存
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
「
さ
り
と
も
」
の
用
例
に
カ
ウ
ン
ト
し
た
が
、
副
詞
「
た
と
ひ
」
と
の
関
係
か
ら
す
れ
ば
、
「
さ
り
と
も
」
と
捉
え
る
よ
り
も
「
[
タ
ト
ヒ
(
サ
リ
)
ト
モ
]
」
と
捉
え
、
「
さ
り
・
と
も
」
は
二
語
と
し
て
捉
え
る
方
が
適
当
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
仮
に
「
さ
り
・
と
も
」
と
捉
え
た
と
し
て
も
、
後
句
に
「
じ
」
が
共
起
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
た
と
62
ひ
」
と
「
さ
り
と
も
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
後
の
四
・
一
で
述
べ
る
。
一
方
、
[用
例
二
十
五
]
は
「
さ
り
と
も
…
…
じ
・
も
の
を
」
形
で
あ
る
が
、
こ
の
「
じ
・
も
の
を
」
形
は
「
じ
」
系
十
一
例
中
五
例
を
占
あ
、
[用
例
二
十
三
]
「
さ
り
と
て
も
…
…
ざ
る
も
の
を
」
と
対
応
関
係
に
あ
る
、
考
え
ら
れ
る
。
(
二
)
〔推
量
の
助
動
詞
〕
系
[
用
例
二
十
六
]
(略
)
娘
ニ
テ
候
者
ノ
、
余
(
リ
)
二
思
(
ヒ
)
沈
ミ
テ
、
命
モ
ア
ヤ
ウ
ク
見
へ
候
二
、
常
二
立
ヨ
リ
テ
、
『
ア
ナ
ガ
..
.
.
チ
カ
ク
ナ
思
ソ
。
教
盛
サ
テ
ア
レ
バ
、
サ
リ
ト
モ
少
将
ヲ
バ
申
預
ム
-.
,
.
,
.
　
ズ
ル
ゾ
」
ト
、
ナ
グ
サ
メ
申
候
ヘ
バ
、
顔
ヲ
モ
テ
ア
ゲ
テ
、
教
盛
ヲ
打
見
テ
、
涙
ヲ
流
(
シ
)
テ
引
カ
ヅ
キ
テ
候
。(第
二
本
二
三
四
ぺ
)
[
用
例
二
十
七
]
新
大
納
言
ノ
嫡
子
、
丹
波
少
将
成
経
、
歳
廿
一
ニ
ナ
リ
給
(
フ
)
ハ
、
院
ノ
御
所
二
上
臥
シ
テ
、
未
だ
罷
(
リ
)
出
ラ
レ
ヌ
程
ナ
リ
ケ
ル
ニ
、
大
納
言
ノ
御
許
ナ
リ
ツ
ル
侍
一
人
、
院
御
所
へ
馳
参
テ
申
ケ
ル
ハ
、
「
(略
)
」
ト
申
ケ
レ
バ
、
「
コ
ハ
イ
カ
ニ
」
ト
ア
キ
レ
給
テ
、
物
モ
覚
へ
給
ハ
ズ
。
「
サ
リ
ト
モ
宰
相
ノ
許
ヨ
リ
ハ
、
カ
ク
ト
申
サ
レ
ン
ズ
ラ
ン
」
ト
思
給
シ
ホ
ド
ニ
、
宰
相
ノ
許
ヨ
リ
使
ア
リ
。
(第
一
末
一
三
六
ぺ
)
[
用
例
二
十
八
]
佐
大
夫
ハ
馬
ヨ
ハ
ク
テ
、
宮
ノ
御
共
ニ
モ
参
砿
着
カ
ズ
。
後
ロ
ニ
敵
(
か
た
き
)
馳
係
リ
ケ
レ
バ
、
不
力
及
シ
テ
、
馬
ヲ
捨
テ
、
ニ
ェ
野
ノ
池
ノ
南
ノ
ハ
タ
ノ
水
ノ
中
二
入
テ
、
草
ニ
テ
面
ヲ
カ
ク
シ
テ
、
ワ
ナ
・
キ
伏
リ
ケ
レ
バ
、
軍
兵
共
ノ
ケ
甲
ニ
テ
、
我
先
ニ
ト
ハ
セ
行
。
オ
ソ
ロ
シ
サ
、
ナ
ノ
メ
ナ
ラ
ズ
。
「
宮
ハ
サ
リ
ト
モ
、
今
ハ
、
木
津
河
ヲ
バ
渡
テ
、
奈
良
坂
ヘ
モ
カ
・
ラ
セ
給
ヌ
ラ
ム
」
ト
思
ケ
ル
程
二
、
浄
衣
キ
タ
ル
死
人
ノ
頸
モ
ナ
キ
ヲ
、
舁
(
か
き
)
テ
通
リ
ケ
ル
ヲ
ミ
レ
バ
、
宮
ノ
御
ム
ク
ロ
也
。
(
第
二
中
三
八
六
ぺ
)
[
用
例
二
十
九
]
建
礼
門
院
后
二
立
セ
給
ヒ
シ
カ
バ
、
何
(
い
か
)
ニ
モ
シ
テ
皇
子
誕
生
ア
(
ッ
)
テ
、
位
二
即
奉
リ
、
外
祖
父
ニ
テ
弥
世
(
い
よ
い
よ
)
ヲ
手
二
挙
(
に
ぎ
)
ラ
ム
ト
思
ワ
レ
ケ
レ
バ
、
入
道
、
二
位
殿
、
日
吉
社
二
百
日
ノ
日
詣
ヲ
シ
テ
、
祈
申
サ
レ
ケ
レ
ド
モ
、
其
モ
シ
ル
シ
無
リ
ケ
ル
ポ
ド
ニ
、
サ
リ
ト
モ
ナ
ド
カ
我
祈
申
ム
ニ
叶
ワ
ザ
ル
ベ
キ
ト
テ
、
殊
二
憑
進
(
た
の
み
ま
ゐ
ら
せ
)
ラ
レ
タ
ル
、
安
芸
国
ノ
一
宮
、
厳
嶋
社
へ
月
詣
ヲ
初
テ
被
祈
申
ケ
ル
ニ
、
三
ケ
月
ガ
内
二
中
宮
タ
.・
ナ
ラ
ズ
成
ラ
セ
給
テ
、
例
ノ
厳
重
ノ
事
共
有
ケ
ル
ト
カ
ヤ
。
(
第
二
本
二
五
四
ぺ
)
[
用
例
二
十
六
]
は
後
句
が
助
動
詞
単
独
形
の
「
む
ず
」
で
あ
る
が
、
[
用
例
二
十
七
]
は
「
む
ず
(
ん
ず
)
・
ら
む
(
ら
ん
)
」
、
[
用
例
二
十
八
]
は
「
ぬ
・
ら
む
」
で
あ
り
、
複
合
助
動
詞
と
な
っ
て
い
る
用
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
複
合
し
た
形
式
が
「
さ
り
と
も
」
後
句
に
式形一6`
現表定仮接逆63
表
れ
る
こ
と
は
特
徴
的
で
あ
り
、
単
独
形
と
比
べ
て
そ
の
情
意
性
が
相
対
的
に
増
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
[
用
例
二
十
九
]
は
後
句
が
「
な
ど
か
…
…
ざ
る
・
べ
き
」
と
「
反
語
」
「
否
定
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
「
さ
り
と
も
」
の
用
例
は
引
用
節
中
の
も
の
で
あ
り
、
後
句
を
あ
と
の
引
用
の
助
辞
「
と
」
が
承
け
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
▽
〈
さ
り
と
も
…
…
推
量
〉
と
〔
引
用
動
詞
〕
形
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
(
三
)
〔後
句
省
略
〕
(
「
と
」
)
系
[
用
例
三
十
]
都
ヘ
モ
一
日
路
也
。
サ
リ
ト
モ
ト
思
(
ヒ
)
シ
一
谷
モ
被
落
ニ
ケ
レ
バ
、
各
心
細
(
ク
)
ゾ
被
思
ケ
ル
。
(
第
五
本
二
七
四
ぺ
)
[
用
例
三
十
=
法
師
二
成
(
リ
)
テ
、
心
閑
(
カ
)
二
念
仏
申
テ
、
後
生
助
力
(
ラ
ン
)
ト
宣
ケ
レ
バ
、
「
御
命
バ
カ
リ
ハ
サ
リ
ト
モ
ト
コ
ソ
存
(
ジ
)
候
へ
。
定
(
メ
テ
)
奥
(
ノ
)
方
ヘ
ゾ
流
シ
奉
ラ
レ
候
ワ
ン
ズ
ラ
ン
。
(略
)
」
ト
、
憑
(
た
の
も
し
)
ゲ
ニ
被
申
ケ
レ
バ
、
(略
)
(
第
六
本
四
三
七
ぺ
)
[
用
例
三
十
]
は
「
さ
り
と
も
・
と
」
、
[
用
例
三
十
一
]
は
「
さ
り
　ぽ
　
　
と
も
・
と
・
こ
そ
」
形
で
、
形
態
的
に
は
、
助
辞
「
と
」
と
の
複
合
形
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
後
句
が
省
略
さ
れ
た
形
」
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
[用
例
十
九
]
[
用
例
二
十
]
と
同
質
の
も
の
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
、
(
二
)
〔推
量
の
助
動
詞
〕
系
か
ら
す
れ
ば
、
▽
〈
さ
り
と
も
(
〔
省
略
形
〕
)
〉
と
〔引
用
動
詞
〕
と
考
え
ら
れ
る
。
四
、
中
世
後
期
以
後
の
「
さ
り
と
て
」
と
「
さ
り
と
も
」
四
・
一
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
中
の
「
さ
り
と
て
」
と
「
さ
り
と
も
」
『
日
葡
辞
書
』
に
は
、
「
さ
り
と
て
」
単
独
で
は
立
項
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
は
」
と
複
合
し
た
「
さ
り
と
て
は
」
の
形
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
・
S
a
r
it
o
t
e
u
a
.
サ
リ
ト
テ
ワ
(
さ
り
と
て
は
)
驚
き
を
示
し
た
り
、
物
事
を
強
調
し
た
り
す
る
語
。
?
S
a
r
ito
t
e
u
a
v
�
g
in
a
m
u
r
ig
ia
.
(
さ
り
と
て
は
大
き
な
無
理
ぢ
や
)
確
か
に
そ
れ
は
全
く
ひ
ど
い
無
理
非
道
で
あ
る
。
46
(
日
葡
辞
書
五
五
九
ぺ
)
ま
た
、
「
さ
り
と
も
」
は
「
さ
り
と
も
」
単
独
の
他
、
「
こ
そ
」
と
複
合
し
た
「
さ
り
と
も
こ
そ
」
も
立
項
さ
れ
て
お
り
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。
・
S
a
r
it
o
m
o
°
サ
リ
ト
モ
(
さ
り
と
も
)
全
く
、
あ
る
い
は
、
疑
い
も
な
く
。
¶
ま
た
、
あ
る
人
に
対
し
て
信
頼
と
好
意
を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
表
わ
す
語
。
例
、
S
a
r
it
o
m
o
to
v
o
m
�
r
a
n
co
s
o
c
a
n
a
x
iq
e
r
e
,
A
r
u
n
im
o
a
r
a
n
u
m
iu
o
x
ir
a
z
u
x
it
e
.
(
さ
り
と
も
と
思
ふ
ら
ん
こ
そ
恋
し
け
れ
、
あ
る
に
も
あ
ら
ぬ
身
を
知
ら
ず
し
て
)
私
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
も
、
今
の
私
の
状
態
に
つ
い
て
も
、
何
も
ご
存
知
な
い
の
に
、
そ
れ
な
の
に
好
意
を
も
っ
て
私
の
こ
と
を
思
っ
て
下
さ
っ
た
り
、
ま
た
私
の
境
遇
に
つ
い
て
想
像
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
、
そ
の
こ
と
こ
そ
が
私
を
悲
し
ま
せ
る
の
で
す
。
・
S
a
r
it
o
m
o
t
o
k
o
s
o
.
サ
リ
ト
モ
ト
コ
ソ
(
さ
り
と
も
と
こ
そ
)
同
上
。
『
日
葡
辞
書
』
の
記
述
か
ら
す
る
と
、
「
さ
り
と
て
」
「さ
り
と
も
」
共
に
〈逆
接
表
現
を
担
う
形
式
〉
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
「全
く
」
「
疑
い
も
な
く
」
等
、
訳
出
語
か
ら
み
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
完
全
に
一
語
化
し
「副
詞
句
化
」
し
た
〈強
調
表
現
〉
と
し
て
捉
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
さ
り
と
も
」
に
は
、
「あ
る
人
に
対
し
て
信
頼
と
好
意
を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
表
わ
す
」
、
即
ち
、
プ
ラ
ス
評
価
の
表
現
性
が
有
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「さ
り
と
も
」
の
語
構
成
に
「さ
(さ
り
)
」
と
い
う
指
示
語
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
「
指
示
性
」
と
い
う
原
義
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
前
提
と
し
て
の
条
件
を
共
有
す
る
と
い
っ
た
あ
る
種
の
「共
有
感
」
は
、
既
に
あ
る
も
の
を
指
示
す
る
「
指
示
語
」
と
い
う
性
格
か
ら
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
指
し
示
す
内
容
が
話
し
手
の
意
に
叶
う
か
否
か
は
、
文
脈
的
に
依
存
す
る
と
考
え
ら
　な
ア
　
れ
る
。
一
方
で
「さ
り
と
て
」
に
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
語
構
成
か
ら
す
れ
ば
「指
示
性
」
は
存
在
す
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
「さ
り
と
て
」
は
「
は
」
と
複
合
し
た
「さ
り
と
て
は
」
の
み
し
か
採
録
さ
れ
ず
、
そ
の
表
現
性
は
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
の
に
対
し
て
、
「
さ
り
と
も
」
は
プ
ラ
ス
評
価
の
表
現
性
を
有
し
、
「さ
り
と
も
」
に
続
く
後
句
が
省
略
さ
れ
た
形
で
あ
る
「さ
り
と
も
と
こ
そ
」
形
が
採
録
さ
れ
る
ほ
ど
ま
で
に
「さ
り
と
も
と
こ
そ
」
形
が
頻
用
さ
れ
、
慣
用
句
化
し
た
、
と
解
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
れ
る
。
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一
方
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
大
文
典
』
に
は
、
「
さ
り
と
も
」
は
見
え
ず
、
「
さ
り
と
て
」
も
『
日
葡
辞
書
』
同
様
単
独
で
は
出
現
せ
ず
、
助
辞
「
は
」
「
も
」
と
複
合
し
た
「
さ
り
と
て
は
」
「
さ
り
と
て
も
」
の
形
で
「
反
戻
」
の
項
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
反
戻
O
T
o
iy
e
d
o
m
o
(
と
雖
も
)
°
T
o
m
x
e
d
�
m
o
(
と
申
せ
ど
も
)
。
T
o
m
o
(
と
も
)
°
T
o
y
�
to
m
o
(
と
言
ふ
と
も
)
。
}
U
o
目
o
(
ど
も
)
。
T
a
t
o
i
(
た
と
ひ
)
。
}
GQ
a
r
e
d
o
m
o
(
さ
れ
ど
も
)
°
}
X
ica
r
e
d
o
m
o
(
然
れ
ど
も
)
。
国
①
ぴ
9。
8
審
(
れ
ば
と
N
)
°
}
S
a
r
in
a
g
a
r
a
(
さ
り
な
が
ら
)
。
}
Z
9
σq
胃
9
(
な
が
ŝ
)
°
}
S
a
r
it
o
t
e
u
a
(
さ
り
と
て
は
)
。
}
S
a
r
it
o
t
e
m
o
(さ
り
と
て
も
)
。
}
<
o
(
を
)
、
O
曽
(が
)
°
D
o
m
o
(
ど
も
)
と
同
意
。
(
『
日
本
大
文
典
』
三
〇
〇
ぺ
)
こ
の
記
述
は
、
明
ら
か
に
「さ
り
と
て
は
」
「さ
り
と
て
も
」
を
、
「反
戻
」、
即
ち
〈逆
接
表
現
〉
と
捉
え
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
前
に
指
摘
し
た
『
日
葡
辞
書
』
の
記
述
を
勘
案
す
る
と
、
「さ
り
と
て
は
」
「
さ
り
と
て
も
」
に
は
、
二
つ
の
用
法
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
即
ち
、
前
代
と
同
様
の
〈逆
接
表
現
形
式
〉
と
し
て
用
い
ら
れ
る
用
法
、
ま
た
、
中
世
後
期
に
新
用
法
と
し
て
出
現
し
た
「全
く
」
等
の
意
の
〈副
詞
(句
)」
的
用
法
〉
、
と
両
者
を
捉
え
る
の
で
あ
る
。
(
〈
表
皿
〉
)
逆
接
用
法
副
詞
(
句
的)
用
法
『
日
葡
辞
書』
さ
り
と
て
X
0
さ
り
と
も
X
0
『
日
本
大
文
典』
さ
り
と
て
0
X
さ
り
と
も
X
X
ま
た
、
『
日
葡
辞
書
』
『
日
本
大
文
典
』
で
は
〈逆
接
表
現
形
式
〉
に
つ
い
て
「さ
り
と
も
」
の
言
及
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
「さ
り
と
も
」
は
、
も
は
や
用
法
が
質
的
に
変
容
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
示
唆
的
な
の
は
、
「さ
り
と
て
は
」
「
さ
り
と
て
も
」
と
共
に
「
た
と
ひ
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
副
詞
「
た
と
ひ
」
は
助
辞
「
と
も
」
等
を
伴
っ
た
句
と
呼
応
し
て
〈逆
接
仮
定
表
現
〉
を
表
す
が
、
こ
こ
で
は
「
さ
り
と
て
は
」
「
さ
り
と
て
も
」
が
、
ま
さ
に
「
逆
接
用
法
」
か
ら
「
副
詞
用
法
」
へ
変
容
す
る
姿
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
(〈
表
皿
〉
)。
他
の
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
お
い
て
、
『天
草
版
伊
曽
保
物
語
』
で
は
、
「
さ
り
と
も
」
は
見
え
ず
、
「さ
り
と
て
」
(「さ
り
と
て
は
」
形
の
み
)
二
例
で
あ
る
が
、
『
天
草
版
平
家
物
語
』
で
は
「
さ
り
と
て
66
は
」
は
一
例
、
「
さ
り
と
て
も
」
は
一
例
、
と
な
っ
て
い
る
が
、
「さ
り
と
も
」
が
九
例
存
し
て
お
り
、
こ
の
「さ
り
と
も
」
は
そ
れ
以
後
の
作
品
類
に
は
、
殆
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
[用
例
三
十
二
]
そ
の
時
イ
ソ
ポ
が
述
ぶ
る
と
こ
ろ
の
譬
に
は
「或
る
貧
者
い
な
ご
を
捕
ら
う
ず
る
と
行
く
路
次
に
お
い
て
蝉
を
見
つ
け
、
即
ち
こ
れ
を
捕
っ
て
殺
さ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
、
か
の
蝉
の
申
す
や
う
は
、
さ
り
と
て
は
我
を
殺
さ
せ
ら
れ
よ
う
事
本
意
な
い
儀
ぢ
ゃ
。
(略
)
」
と
事
を
分
け
て
申
せ
ば
、
そ
の
者
道
理
に
責
め
ら
れ
て
忽
ち
赦
免
致
い
た
。
(『
天
草
版
伊
曽
保
物
語
』
四
三
〇
ー
四
)
[用
例
三
十
三
]
狼
思
う
や
う
は
、
「
さ
り
と
て
は
一
口
両
舌
な
者
ぢ
ゃ
。
初
め
は
呉
れ
よ
う
と
言
う
た
が
、
今
は
ま
だ
引
き
換
え
て
躬
を
殺
さ
う
は
や
れ
、
皮
を
剥
が
う
は
な
ど
と
言
う
か
」
と
言
う
て
、
す
ご
す
ご
と
そ
こ
を
立
ち
去
っ
た
。
(『
天
草
版
伊
曽
保
物
語
』
四
九
九
-
七
)
[
用
例
三
十
四
]
日
ご
ろ
は
院
を
も
、
内
を
も
と
り
奉
っ
て
、
御
幸
を
も
な
し
奉
ら
う
と
思
は
れ
た
れ
ど
も
、
こ
の
や
う
に
法
皇
の
捨
て
さ
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
頼
む
木
の
も
と
に
雨
の
た
ま
ら
ぬ
こ
こ
ち
を
せ
ら
れ
た
。
さ
り
と
て
は
行
幸
ば
か
り
を
な
り
と
も
な
し
奉
ら
う
ず
る
と
言
う
て
、
二
十
五
日
の
卯
の
刻
ば
か
り
に
お
ん
こ
し
(興
)
を
寄
せ
て
、
主
上
の
六
つ
に
な
ら
せ
ら
る
る
が
、
(略
)
(『天
草
版
平
家
物
語
』
一
八
一
ぺ
)
[用
例
三
十
五
]
お
使
ひ
都
へ
の
ぼ
っ
て
、
こ
の
文
ど
も
を
奉
れ
ば
、
北
の
方
は
見
さ
せ
ら
れ
て
、
思
ひ
入
っ
て
嘆
か
れ
た
。
お
使
ひ
急
い
で
下
ら
う
ず
る
由
を
申
せ
ば
、
さ
り
と
て
も
し
ば
し
御
返
事
の
あ
ら
う
ず
る
ぞ
と
あ
っ
て
、
泣
く
泣
く
起
き
上
が
り
こ
ま
ご
ま
と
返
事
あ
そ
ば
さ
れ
て
渡
さ
れ
た
。
(『天
草
版
平
家
物
語
』
二
九
〇
ぺ
)
[用
例
三
十
二
]
[用
例
三
十
三
]
は
、
共
に
「
さ
り
と
て
は
」
の
用
例
で
あ
る
が
、
後
句
の
文
末
形
式
が
指
定
の
助
動
詞
「
ぢ
や
」
と
な
っ
て
お
り
、
前
代
ま
で
の
そ
れ
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
『
日
葡
辞
書
』
の
記
述
に
見
ら
れ
た
用
例
も
「ぢ
や
」
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
「副
詞
的
用
法
」
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
方
で
や
は
り
、
『
天
草
版
平
家
物
語
』
で
は
、
[用
例
三
十
四
]
「
さ
り
と
て
は
」
は
後
句
に
「
う
ず
る
」、
[用
例
三
十
五
]
「
さ
り
と
て
も
」
は
後
句
に
「う
ず
る
」
が
存
し
て
お
り
、
前
代
と
同
質
の
推
量
の
助
動
詞
と
の
共
起
し
た
用
法
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
[用
例
三
十
六
]
(略
)
少
将
い
と
な
泣
い
そ
宰
相
殿
の
さ
て
ご
ざ
れ
ば
、
命
ば
か
り
は
さ
り
と
も
乞
い
受
け
ら
れ
う
ず
る
と
な
ぐ
さ
め
ら
る
れ
ど
も
、
人
目
も
知
ら
ず
、
泣
き
も
だ
え
ら
れ
て
ご
ざ
る
。
(巻
一
三
七
-
十
六
八
五
ぺ
)
[用
例
三
十
七
]
平
家
国
を
靡
か
す
こ
と
も
十
四
箇
国
、
勢
の
従
う
こ
と
も
十
万
余
騎
、
都
へ
近
づ
く
こ
と
も
思
え
ば
、
わ
つ
か
に
一
日
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の
道
で
あ
っ
た
れ
ば
、
今
度
は
さ
り
と
も
と
お
も
わ
れ
た
。
(巻
四
二
七
八
-
二
三
五
六
七
ぺ
)
[
用
例
三
十
八
]
(略
)
仲
綱
の
言
わ
れ
た
は
"
た
だ
今
こ
こ
で
鶏
が
鳴
く
な
ら
ば
、
六
波
羅
へ
は
白
昼
に
こ
そ
寄
し
ょ
う
ず
れ
、
夜
討
ミ
　
ミ
ち
に
こ
そ
さ
り
と
も
と
思
う
た
れ
"
ひ
る
い
く
さ
に
は
な
ん
と
し
て
も
か
な
う
ま
い
と
言
う
て
、
搦
手
は
如
意
は
峯
か
ら
呼
び
か
へ
す
。
(巻
二
一
二
三
-
十
五
二
五
七
ぺ
)
[
用
例
三
十
九
]
そ
の
時
成
親
卿
言
わ
れ
た
は
"
な
に
ご
と
と
は
存
ぜ
ね
ど
も
、
か
か
る
め
に
あ
い
ま
ら
す
る
を
御
覧
ぜ
ら
れ
い
、
貴
辺
さ
や
う
に
ご
ざ
れ
ば
、
さ
り
と
も
と
こ
そ
頼
み
奉
っ
て
ご
ざ
れ
、
(略
)
(巻
一
>>1
1
-
1
七
三
ぺ
)
[用
例
四
十
]
さ
し
も
暑
い
六
月
に
装
束
を
さ
え
も
く
つ
ろ
げ
ず
、
暑
さ
も
た
え
が
た
い
に
よ
っ
て
、
胸
も
せ
き
あ
ぐ
る
心
地
し
て
、
汗
も
、
涙
も
あ
ら
さ
う
て
流
れ
た
。
さ
り
と
も
重
盛
は
思
い
は
な
さ
れ
ま
じ
い
も
の
を
と
、
言
わ
れ
た
れ
ど
も
"
た
れ
し
て
言
わ
う
と
も
わ
く
か
た
が
な
う
て
お
じ
ゃ
っ
て
ご
ざ
る
。
(巻
一
二
九
-
一
七
六
九
ぺ
)
[
用
例
三
十
六
]
と
[用
例
三
十
七
]
と
を
比
較
し
た
場
合
、
係
助
詞
「
は
」
が
先
行
し
、
「
さ
り
と
も
」
句
を
引
用
の
助
詞
「と
」
が
承
け
る
と
い
う
点
、
同
質
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
[用
例
三
十
六
]
か
ら
[用
例
三
十
七
]
へ
の
後
件
句
省
略
の
過
程
も
想
定
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
[用
例
三
十
八
]
[用
例
三
十
九
]
は
[用
例
三
十
七
]
同
様
「
さ
り
と
も
」
後
句
が
省
略
さ
れ
た
形
で
あ
る
が
、
特
に
[用
例
三
十
九
]
「さ
り
と
も
と
こ
そ
」
は
『
日
葡
辞
書
』
に
指
摘
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
こ
そ
」
の
「結
び
」
は
[用
例
三
十
八
]
「た
れ
」
[用
例
三
十
九
]
「ご
ざ
れ
」
と
両
者
と
も
「
已
然
形
」
で
あ
り
、
「
こ
そ
」
に
は
係
助
詞
と
し
て
の
機
能
が
未
だ
存
す
る
こ
と
が
解
る
。
[用
例
四
十
]
は
「さ
り
と
も
」
の
後
旬
に
打
消
推
量
の
「ま
じ
(い
)
」
が
表
れ
た
例
で
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
。
平
安
中
期
に
は
「さ
り
と
も
」
と
「じ
」
が
共
起
す
る
用
例
が
多
い
こ
と
は
前
に
述
べ
た
が
、
「じ
」
が
衰
退
し
、
「ま
じ
」
が
進
出
し
た
後
、
「
ま
じ
」
と
の
呼
応
例
は
甚
だ
少
な
い
の
で
あ
る
。
四
・
二
、
大
蔵
虎
明
本
狂
言
集
中
の
「さ
り
と
て
」
「大
蔵
虎
明
本
狂
言
集
」
で
は
、
「
さ
り
と
て
は
」
の
み
で
八
例
、
用
例
が
存
す
る
。
[用
例
四
十
=
(客
人
一
)
「苦
し
う
な
ひ
、
こ
ひ
(太
郎
冠
者
)
「身
ど
も
が
や
う
な
、
物
お
ぽ
へ
の
有
者
は
、
し
か
り
物
じ
や
ま
で
(客
人
一
)
「
さ
り
と
て
は
こ
ひ
((「
む
り
に
よ
び
い
だ
す
)
)
(客
人
一
)
「
各
何
と
思
し
め
す
、
あ
れ
が
思
ひ
よ
つ
た
事
が
あ
ら
ふ
程
に
、
い
は
せ
て
き
か
せ
ら
れ
ひ
(く
じ
ざ
い
人
中
四
九
ぺ
)
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[
用
例
四
十
二
]
(主
)
「
さ
て
く
お
の
れ
め
は
さ
た
(沙
汰
)
の
か
ぎ
り
な
事
を
し
た
、
さ
だ
め
て
す
て
(捨
)
丶
お
い
た
物
で
あ
ら
ふ
ほ
ど
に
、
某
が
い
て
と
つ
て
こ
ふ
(太
郎
冠
者
)
「
や
れ
く
御
も
つ
た
ひ
な
ひ
事
を
仰
ら
る
丶
、
こ
な
た
の
お
命
と
か
へ
さ
せ
ら
れ
う
ず
る
か
さ
り
と
て
は
御
無
用
で
御
ざ
る
((「
と
り
つ
く
)
)
(し
み
つ
中
六
一
ぺ
)
[
用
例
四
十
三
]
(
(女
出
て
、
た
そ
と
い
ふ
、
ど
ん
た
郎
が
の
ぼ
つ
た
ほ
ど
に
、
あ
け
よ
と
云
ふ
、
そ
の
ど
ん
た
郎
は
西
国
へ
く
だ
つ
て
後
は
、
文
の
お
と
つ
れ
も
な
ひ
に
、
何
事
を
い
は
し
ま
す
そ
(ど
ん
太
郎
)
「
さ
り
と
て
は
ど
ん
太
郎
じ
や
、
し
あ
は
せ
も
よ
う
て
の
ぼ
つ
た
、
は
や
ふ
あ
け
さ
し
め
(ど
ん
太
郎
中
二
五
七
ぺ
)
[
用
例
四
十
一
]
『
大
蔵
虎
明
本
狂
言
集
本
文
篇
』
「頭
注
」
に
は
「と
も
か
く
。
何
に
せ
よ
。
」
と
い
う
注
が
あ
り
、
コ
径
ノ
趣
サ
リ
ト
テ
ハ
、
面
白
ソ
」
(中
華
若
木
詩
抄
・
下
)。
」
と
い
う
用
例
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
文
末
語
は
「
こ
ひ
」
と
い
う
「命
令
形
」
で
あ
り
、
「事
情
の
困
難
さ
を
認
め
た
上
で
、
な
お
か
つ
意
図
す
る
こ
と
の
実
現
を
強
く
要
求
す
る
の
に
用
い
る
」
(『時
代
別
国
語
大
辞
典
室
町
時
代
編
』
)
と
さ
れ
る
用
法
で
、
前
代
に
は
見
ら
れ
な
い
新
用
法
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
、
「
と
も
か
く
来
い
」
と
い
う
意
を
考
え
る
と
、
〈客
体
的
表
現
〉
と
言
う
よ
り
は
、
〈主
体
的
表
現
〉
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
o
[用
例
四
十
二
]
に
も
『大
蔵
虎
明
本
狂
言
集
本
文
篇
』
「頭
注
」
に
「
と
も
か
く
。
な
ん
と
し
て
も
。
「
カ
ハ
イ
ケ
レ
ト
モ
サ
リ
ト
テ
ハ
キ
ラ
イ
テ
ハ
ソ
」
(漢
書
列
伝
笠
桃
抄
)
。
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
の
解
釈
と
し
て
「
な
ん
と
し
て
も
お
い
で
に
な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
想
起
さ
れ
る
の
が
〈希
望
表
現
〉
の
変
遷
過
程
で
あ
る
。
希
望
表
現
を
担
う
形
式
の
史
的
変
遷
過
程
で
、
例
え
ば
「
が
な
」
は
、
中
世
期
に
不
定
語
「
な
に
」
と
共
起
し
、
「
な
に
が
な
」
と
な
り
、
副
詞
句
化
し
た
。
こ
の
形
式
の
意
味
と
し
て
は
「
ぜ
ひ
と
も
」
「何
と
し
て
も
」
等
が
こ
れ
に
あ
た
る
が
、
こ
の
よ
う
に
〈副
詞
句
化
〉
と
い
う
、
意
味
用
法
の
変
容
の
プ
ロ
セ
ス
は
「
と
も
か
く
来
い
」
の
よ
う
な
表
現
形
式
へ
の
変
遷
に
正
し
く
類
似
し
て
い
る
、
と
考
え
ら
　な
　
　
れ
る
。
[用
例
四
十
三
]
の
文
末
語
は
指
定
の
助
動
詞
「
ぢ
や
(じ
や
)
」
で
あ
り
、
前
代
に
は
見
ら
れ
な
い
新
し
い
用
法
で
あ
る
が
こ
こ
で
の
主
体
は
「
ど
ん
太
郎
」
で
あ
り
、
[用
例
四
十
二
]
「太
郎
冠
者
」
等
、
そ
の
社
会
的
属
性
は
高
く
な
い
。
近
世
初
期
の
笑
話
集
『
き
の
ふ
は
け
ふ
の
物
語
』
中
に
は
、
「さ
り
と
て
は
」
の
み
二
例
用
例
が
存
す
る
。
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[用
例
四
十
四
]
筑
紫
で
も
、
安
樂
(あ
ん
ら
く
)
寺
の
建
盞
(け
ん
さ
ん
)
の
天
目
(
て
ん
も
く
)
を
、
夜
ご
と
に
鼠
が
き
し
り
け
る
が
、
天
目
は
か
た
し
、
鼠
の
歯
が
ひ
た
も
の
ち
び
て
、
こ
の
ほ
ど
は
尾
ば
か
り
に
な
り
た
る
」
と
い
ふ
た
。
「昨
日
、
日
吉
(
ひ
よ
し
)
大
夫
勸
進
能
に
隅
田
川
を
し
て
、
芝
居
中
を
泣
か
せ
た
。
さ
り
と
て
は
名
人
ぢ
や
」
と
い
ふ
。
(『
き
の
ふ
は
け
ふ
の
物
語
』
六
八
ぺ
)
[用
例
四
十
五
]
何
か
と
云
う
ち
に
、
天
下
一
の
ま
じ
な
ひ
て
を
よ
び
け
れ
ば
、
や
が
て
ま
じ
な
ふ
て
、
其
ま
丶
り
う
こ
の
ご
と
く
に
な
つ
て
、
三
間
ば
か
り
さ
き
へ
と
ん
で
出
る
。
み
な
く
、
「
め
で
た
ひ
事
ぢ
や
。
さ
り
と
て
は
天
下
一
程
あ
る
」
と
い
へ
ば
、
若
衆
聞
給
ひ
、
「名
人
で
は
な
ひ
。
あ
つ
た
ら
物
を
、
内
へ
入
る
や
う
に
し
て
こ
そ
上
手
な
れ
。
天
下
二
で
も
な
い
」
と
い
は
れ
た
。
(『同
右
』
七
四
ぺ
)
[
用
例
四
十
四
]
の
「
さ
り
と
て
は
」
の
文
末
語
は
「
指
定
の
助
動
詞
」
「
ぢ
や
」
で
あ
り
、
[用
例
四
十
三
]
と
同
一
で
あ
る
が
、
[用
例
四
十
五
]
は
、
「
さ
り
と
て
は
」
の
文
末
語
が
動
詞
「
あ
る
」
単
独
と
な
っ
て
い
る
。
旧
用
法
で
あ
れ
ば
「
推
量
の
助
動
詞
」
と
共
に
用
い
ら
れ
「
あ
ら
ん
」
と
で
も
あ
る
と
こ
と
で
あ
る
が
こ
こ
で
は
そ
れ
が
な
く
、
新
し
い
用
法
で
あ
る
〈副
詞
的
用
法
〉
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
五
、
お
わ
り
に
こ
れ
ま
で
の
こ
と
を
、
簡
潔
に
纏
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
・
「
さ
り
と
て
」
「
さ
り
と
も
」
は
、
接
続
詞
的
用
法
(
〈
逆
接
仮
定
表
現
〉
「
さ
り
・
と
て
」
「
さ
り
・
と
も
」
)
か
ら
、
副
詞
的
用
法
(
〈
「
ま
っ
た
く
」
「
な
ん
と
か
し
て
」
等
の
副
詞
句
化
〉
「
さ
り
と
て
」
「
さ
り
と
も
」
)
へ
、
と
変
容
し
た
結
果
、
衰
退
し
た
。
・
「
さ
り
と
て
」
は
「
は
」
と
複
合
し
た
「
さ
り
と
て
は
」
形
と
な
り
、
文
語
的
な
場
面
で
〈
逆
接
仮
定
表
現
〉
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
・
「
さ
り
と
も
」
は
心
話
文
に
用
い
ら
れ
、
「
〈
さ
り
と
も
…
…
否
定
(
じ
)
〉
」
形
「
〈
さ
り
と
も
…
…
推
量
〉
」
形
か
ら
「
〈
さ
り
と
も
(後
件
省
略
)
と
〉
」
形
へ
と
変
容
し
た
。
尚
、
附
言
す
れ
ば
、
冒
頭
の
『
今
昔
物
語
集
』
の
「
さ
り
と
も
」
の
文
末
語
は
や
は
り
「
じ
」
で
あ
ろ
う
。
翻
っ
て
言
え
ば
「
さ
り
と
て
」
が
勢
力
を
「
さ
り
と
も
」
の
用
法
に
ま
で
拡
大
す
る
、
正
に
そ
の
姿
を
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
、
他
の
〈
逆
接
仮
定
表
現
〉
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
更
に
考
07
え
て
行
き
た
い
と
思
う
。
御
教
授
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
(尚
、
本
文
は
各
種
『
索
引
』、
岩
波
書
店
『
日
本
古
典
文
学
索
引
』
に
依
っ
た
。
詳
し
く
は
森
脇
(
一
九
九
九
)
に
示
し
て
い
る
の
で
参
照
し
て
頂
き
た
い
。
ま
た
、
私
意
に
句
読
点
等
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
)
【
付
記
】
今
回
こ
う
し
て
発
表
す
る
機
会
を
お
与
え
頂
い
た
上
野
辰
義
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
佛
教
大
学
国
語
国
文
学
会
の
諸
先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
特
に
山
口
堯
二
先
生
に
は
投
稿
を
お
勧
め
頂
い
た
。
日
頃
か
ら
先
生
の
御
論
に
お
教
え
頂
い
て
き
た
も
の
と
し
て
、
今
後
も
こ
れ
を
機
に
励
み
た
い
と
思
う
。
先
生
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
用
例
の
採
取
に
当
た
っ
て
、
国
文
学
研
究
資
料
館
「
日
本
古
典
文
学
本
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
利
用
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
を
明
記
し
て
お
く
。
【注
】
(1
)
山
口
堯
二
(
一
九
九
六
)
参
照
。
(2
)
森
脇
茂
秀
(
一
九
九
四
a
)
(
一
九
九
四
b
)
参
照
。
(3
)
院
政
期
成
立
と
す
る
説
と
鎌
倉
時
代
初
期
成
立
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
中
世
前
期
の
資
料
と
し
て
扱
っ
た
。
(4
)
例
え
ば
『
日
本
文
法
大
辞
典
』
明
治
書
院
(
一
九
七
一
)
の
記
述
を
参
照
の
こ
と
。
ま
た
、
何
故
「
じ
」
が
中
古
以
降
衰
退
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
推
量
体
系
の
変
遷
等
も
考
慮
し
、
稿
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
(
5
)
一
般
に
、
否
定
語
と
の
呼
応
関
係
か
ら
言
え
ば
、
係
助
詞
「
も
」
と
複
合
し
た
形
が
広
く
用
い
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
何
故
「
さ
り
と
て
も
」
が
広
が
り
を
見
せ
な
い
の
か
、
文
体
差
等
が
存
す
る
の
で
は
な
い
か
、
等
様
々
想
定
で
き
る
。
(
6
)
「
さ
り
と
も
と
こ
そ
」
に
つ
い
て
は
、
便
宜
的
に
「
さ
り
と
も
・
と
・
こ
そ
」
と
分
析
し
た
が
、
あ
る
い
は
「
と
」
と
「
こ
そ
」
を
分
け
ず
に
「
さ
り
と
も
・
と
こ
そ
」
と
し
て
「
と
こ
そ
」
を
連
語
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
(
7
)
「
さ
ぞ
か
し
」
の
「
さ
」
等
が
参
考
と
な
る
。
森
脇
(
一
九
九
九
)
参
照
。
ま
た
、
例
え
ば
他
の
語
句
「
さ
り
な
が
ら
」
に
つ
い
て
は
、
・
S
a
rin
a
g
a
r
a
°
サ
リ
ナ
ガ
ラ
(
さ
り
な
が
ら
)
し
か
し
な
が
ら
、
あ
る
い
は
、
け
れ
ど
も
と
、
明
確
に
〈逆
接
表
現
〉
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
(
8
)
森
脇
(
二
〇
〇
〇
)
(
二
0
0
1
)
参
照
。
「不
定
語
」
と
「
が
な
」
が
共
起
す
る
こ
と
で
、
文
が
終
止
せ
ず
、
後
に
続
く
用
法
(「
副
助
辞
用
法
」
)
が
主
用
法
と
な
り
、
「不
定
語
+
が
な
」
が
副
詞
句
化
す
る
、
即
ち
、
「副
詞
句
内
に
収
斂
さ
れ
た
」
こ
と
で
、
「
が
な
」
は
衰
退
し
た
こ
と
と
並
行
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
【
参
考
文
献
】
・
山
口
堯
二
(
一
九
八
〇
)
『
古
代
接
続
法
の
研
究
』
(
明
治
書
院
)
・
(
一
九
九
六
)
『
日
本
語
接
続
法
史
論
』
(清
文
堂
出
版
)
・
鈴
木
芳
明
(
二
〇
〇
〇
)
「
指
示
副
詞
サ
と
サ
系
連
語
-
指
示
性
と
一
語
化
を
中
心
に
ー
」
(
「
日
本
語
研
究
」
二
〇
東
京
都
立
大
学
)
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・
森
脇
茂
秀
(
一
九
九
四
a
)
「助
辞
『
と
て
』
の
成
立
過
程
・
意
味
用
法
を
め
ぐ
っ
て
(
一
)
」
(「
別
府
大
学
紀
要
」
三
六
)
・
(
一
九
九
四
b
)
「
助
辞
『
と
て
』
の
成
立
過
程
・
意
味
用
法
を
め
ぐ
っ
て
(二
)
」
(「
山
口
国
文
」
一
八
)
・
(
一
九
九
四
c
)
「
順
接
か
ら
逆
接
へ
ー
助
辞
『
と
て
』
逆
接
専
用
化
へ
の
過
程
-
」
(「
別
府
大
学
国
語
国
文
学
」
三
七
)
・
(
一
九
九
九
)
「
終
助
辞
「
か
し
」
を
め
ぐ
っ
て
1
中
世
後
期
を
中
心
に
i
」
(「
山
口
国
文
」
二
二
)
・
(
二
〇
〇
〇
)
「
希
望
の
助
辞
「
も
が
な
」
「が
な
」
を
め
ぐ
っ
て
(
一
)
」
(「
別
府
大
学
国
語
国
文
学
」
四
二
)
・
(
二
〇
〇
一
)
「希
望
の
助
辞
「も
が
な
」
「
が
な
」
を
め
ぐ
っ
て
(
二
)
」
(
「山
口
国
文
」
二
四
)
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